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アブ・ハミド旅行記による北ユーラシアのスキー
松　下　唯　夫
ASTUDY　ON　SKIS王N　NORT至｛ERN　EURASIA
　　　　FROM　ABU－HA簸ID’S　ACCOUNT
　　　OF　H夏S　JOURNEYS　TO　EURAS王A
Tadao　MATSUSHITA
　　In　Greece　and　Ch量na，　we　can　find　o正d　descrip亡ions　about（equipment　used　for
running　oR　sRow）．　It　is，　however，　hard　to　decide　whether　these　are　s鱒s　or　KAN－
JIKI（special　footgear　made　of　woQden　hoops　with　rope　straps　a駐d　meta正c豆ea亡s
used　f◎r　walkiR9　on　snow）．
　　Abu－Hamid’s（1080－1170）account（1玉30）has　a　detailed　description　of　the
Ie轟gth，　width　and　fea椥re　of　skis，　and　the　length　and瓢aterial　of　s乞icks　to9〔》ther
wiもh　the　eXplanatiOn　Of　hOW　tO　USe　them．　lt呈S　the　OldeSt　wriもten　aCCO鳳COnCern－
lng　Sk量S　that　l　haVe　eVer　COme　aCrOSS．
　　In　the　present　paper，　I　wiH　introduce　the　section　on　slcis　from　Abu－｝｛amid’s
account　and　（簸scuss　its　reliabi至ity．
　ギリシャや申国の古い書物の中に「雪の上を走り回るもの」について記述されているが，それが
スキーのことを示しているのか，それとも雲の上を滑らせることのできない糠（かんじき幕雲靴）
であるのか，断定することは難しい。
　アンダルシア人で旅行家・商人であるアブ・ハミド（1080～1170）は，1162年Mosulで「心の贈
り物」を書いた。それは，寓話や珍奇物に関する話で，彼が旅行中に経験したことや聞いたことが
記述されている。その中にスキーのことが書かれ，スキーの巾と長さ，ストックの長さや材質など
が詳しく記述されている。これが古い時代のスキーの様子を詳しく伝える書物として，筆者が知る
限り最古のものである。ここでは，スキーのところだけを紹介し，その信葱性について述べたもの
である。
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1．古代スキー史の概要（14世紀頃までに記述された書物を主に）
　スキーは，雲や沼地の多いところで狩猟をするために考えられたものである。その痕跡は，スキー
　　　　　　　　　　　　〔1｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2｝
をしている人物の岩石刻爾　，沼地で発見された木のスキー　によって紀元前2500年にまでさかの
ぼることができる。古代スキーの分布は，スカンジナビア半島の東部からユーラシア大陸を通り，
ベーリング海峡までの難北極帯である。その南限は7度の等温線で，十分な積雲量を示すところで
ある。この等澱線は南スカンジナビア半鵬ぞ）西部から始まって，北アジアを東方に走り，最後にウ
ラジオストックの爾方，北緯約40度の太平洋に達する。スキーは，世界の気候が，現在の気候と基
本酌に岡じになった申期石器時代（紀元前1万年）から後期石器隠代（紀元葡4000年・ヨーロッパ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
の平均的年代）にかけて発生したと推測されている　。また，人類の移動や，雷語学，民族学の立
場から，スキーの発祥地は中央アジアのアルタイ地方で，そこから，西はウラル由脈を経てスカン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピむ
ジナビア半島へ，東はシベリアから北アメリカへと広まったと考えられている　。
　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
　中野理は　，ギリシャのヘロトドス（紀元前485年ごろ～前425年ごろ）が著書魅史　sのなか
や1
に，アルタイ地方に住む民族が紬羊足』で雪中を走ったという記述を，スキーと結びつけている。
中野理は，これをスキーを履いて，山羊のように，自由に雪上を走った習俗を説話化したもので，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
スキーに関する最古の文献であるとしている。また，7年後に発行された著　に，紀元前2世紀こ
　　　　　　せ／レカtいきよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8｝
ろ書かれた罪山海経sの中の「有釘霊之国」の部分（図1参照）をジ次のように解釈している。
　釘霊国の住民たちが毛皮の長靴をはき，馬蹄のように罰木板をつけて，雲の広野を走り廻ってい
る姿が眼前に浮ぶであろう。と説明している。この中国の神話・伝説の短い文串に，中野がいうよ
うに，スキーをしている姿を反映しているのかもしれないが，スキーのことを言い表わしていると
断定するのは難しいと思われる。
　図1の左を訳すると，9その民，膝より以下毛あり，馬蹄にして，よく走る2とあり（図1，イ
ラスト参照）その文の前後には，欝・割木板などを思わせる語旬は見蜜たらない。
　この二つの記連には触羊足s『馬蹄講と書かれているので，筆者は，雲の上を滑らすことので
きない「かんじき・雪靴毒であろうと考える。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
　中国で最近出版された陣国大百科全書2のスキーの項には　，次のように記載されている。
　　　　　ゆ
　《北史》　巻94対中国北方有逮祥的氾載：“儀侯最寒，雲深没島……地多租雪，惧隔坑隣，騎木
蒲行．”
　北史の第94巻に中国の北方についての記述がある。気候は最も寒く，雲が深くて馬が埋もれてし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のまう，地面には積霊が多く，穴やくぼみに落ちるのを恐れ，木に騎って行く。（中国語訳・掘浦呆
教授）
　また，つづいて噺麿書諜にも類似したことが記述されていると記されている。中国では，この
北史の中に書かれているものが（図2参照），スキーのことを書きしるした叢も古いものとしてい
　　　　　　　　　　　　　　　　　のるようである。しかし，これもge木に騎ってsと書かれているように，かんじき（雪靴）なのか，
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図l　ILI海経校注，衷粥校注，
　　上海憾f籍出版祉出1阪　1980年
媛く12　　欽定＃ヒ史　　巻94　嘩｛云23よ　り
　　　　　　　　　　　　　そサ
スキーであるのか，また，権かもしれない。スキーは，雪靴や縫から発達した←・部は雪靴でとど
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くゆ
まる）とされ，そり・かんじき・スキーが，同じ物として扱われていた。そして　，雪の上を歩い
たり，滑ったりする遵輿の言語がまだ乗分化であったことを考えると，どちらともいえないように
，思われる。
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　アジアのスキーについて，中央ヨーロッパでは，ほとんど知られていなかったころ，Wilhelm
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
Schottは，1864年に，次のように報告している　。唐の時代（7世紀～10世紀）中国人たちは，ア
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とっけつ　　ロお
ルタイ語族のトルコ系民族に数えられていたキルギス人を味馬突腕　　木馬のトルコ人と呼んで
いた。スキーと馬を比べて，その目立つ道具（スキー）にちなんで彼らをそう呼んだのである。
　東アジアのスキーに関して，この中国の情報と益んで多く畠てくるのは，10世紀から14世紀に記
述された，アラビア及びペルシャのものである。いずれも，内容は，著者が見聞・体験した寓話・
珍奇物に関する話であり，その真懲性については，著者はさほど気にもとめずに書いている。しか
し，前述のものより当時のスキーを概ね知ることができる。いくつかの記述の中で，アブ・ハミド
の旅行記は，スキー用具とスキーの操作を詳しく説明し，原稿の左横の余白に，スキーの図が書き
こまれている。これは，古代のスキーの様子を詳しく伝えるものとして，無類のものであり，筆者
の知るかぎり最も古く，貴重な資料と考えている。
豆．アブ・ハミド旅行記（原典の一部）
　彼らには黒テンがある。商人たちは彼らのために，これらの刀や牛の骨や羊の骨を持参し，その
代金として，黒テンの皮を受け取る。こうすることで商人たちは，たいそうな利益を得る。さて，
彼らのところへ行く道は，雪が常に消えることのない土地にある。入びとは（雪の上を）滑って進
むために板を用いるが，各々の板は1バーア（両手を広げた長さ），輻1シプル（ひとわたり〉に
けずられている。板の前方と後方は地面に着かないように上にそっている。板の申央には，歩宥者
が足を観く場所がある。そこには穴が開けられ，強い皮ひもが通され，それで彼らの足をしばる。
また爾足に，はめられた2枚の板を，ちょうど馬の手綱のように，ひもを引いて岡時に進行させる。
このひもは左手で掴んでいるのである。右手には足の長さほどの杖を掴んでいる。杖の最下部には
人問の頭ほどの，たくさんの羊毛をつめた軽い布球がついている。歩行者は雪の上で，この杖に体
重をかけ，ちょうど船の水夫が行うように背後に押す，すると霊の上をすばやく進むのである。（ア
ラビア語訳・池田修教授）
田．記述の億懲性
　a）アブ・ハミドの人物・旅行先について
　アブ・ハミドは，どのような人物であったのか。また，前述のスキーは，どこの国で見聞したの
であろうか。
　アブ・ハミドは1080年グラナダで生れ，1170年にダマスカスで死んだ。その長い入生の大半を騰
人として旅をし，霞分の利益とイスヲム教の伝導活動とを結びつけた。彼は金てのイスラム教国を
訪れ，またイスラム教と交渉があった国にも行っている。大部分の地中海諸国，イラン系アジア，
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藤瓢壌雛
　　騨翠1ゆての窟艶均炉1
　　　乳診ノンし㌦麟1凶望脇ノし務1
ししザ塾幽港聖齢曜
　ひ3とk2膨ジψ歳〆1訊｝ヤ抽
駄謁競藪凄’
を魏～脚1蝿陶擁膨
ゆ・娠細じ瞬駒蚤゜．
　　　u野塊易1し1凝酬1勾夕
　　　こじψ鋤隔ン9鯛ひ義艶
　　　遷Ul－　6’鱒じyぴ5
磯謬録耀”蓑
　　　　　　　　　　　F°．10歪vdel　ms．（pp．17．18｝．
ユーラシアを扱った原典の一部（資料提供，デンマーク・スェーデン語教授菅原邦城）
C6sar　Dubler，Madrid　1953：ARABER　VIKINGAR　VARINGAR，Stig　Wikander　1978，　P83
トルコ系アジア，そして東ヨーロッパを訪れている。彼は二度自分の旅行について書いた。1120年
代に彼は4年間バクダードに滞在し，そこで栖方よりの不思議なことのアンソロジー壽を著わし，
そして1162年に彼はモスール（Mosuいイラク）でge心の贈り物毒を書瞥た。
　　　　　　　ロぬ
　イスラム辞典　によれば，北ユーラシアへ旅行したのは1130年以後となっている。彼の生涯につ
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いて，あまり知られていないと，このイスラム辞典はことわっている。
　彼は30歳頃故郷を去り二度と帰らなかった。最初lfrikiyaにいて，1117－8年Alexal｝driaに向け
て発ち，その後1123年までCairoにいた。次にDamascusに行き，さらにBaghdadで4年間過ごす。
1／30年PersiaのAbharに行き，さらにVolgaへ。後ハンガリーで1153年までの3年㈹いる。　Saka・
libaからKhwarizmに着き，　さらにBukhara，　Marw，　Nishapttr，　Rayy，　Isfahan，　Al　Basraを遷｝っ
てアラビアへ巡礼の旅に行く。ll55年Baghdadにおちつくが6年後Mo輿へ。さらにSyrlaへ行き，
Aleppoへ蕎き，　Damascusにおちついて1169－70年死ぬ。
　b）黒テンについて
　アブ・ハミドは，旅行先の中に，黒テンの毛皮を入手することができるサカーリバの国・ヴォル
　　　　　　　ほま
ガへ行っている　。このヴォルガへ，彼より70年煎（922年5肩12日）に行ったイプン・ファドラー
　　　　　　　　ゆ
ンは，その旅行詑　の中に，黒テンの取り引きがあったことを次のように記述している。
　§4．彼らルース入の船がそのgeアティル河畔の港遜に着くと，（中略）おお，わが神よ！私は
斯程の女奴隷と斯程の黒テンの毛皮を持って，遠方の国から参りました。（P　．68から引用）
　§21．サカーリバの王には，ハザルの王に納めるべき貢租として，麟内の各戸毎に一枚あての黒
テンの毛皮が課せられている（R54より引用）とあり，ヴォルガでは，黒テンの取り引きが盛んに
行われていたことを示している。
　アブ・ハミドは，このヴォルガでスキーを見聞したのか，それともヴォルガでの空白・約20年の
間に，前述のy毛皮の道譲を逓って，その途中もしくは最上級の黒テン毛皮があるアルタイ・シベ
リアで児聞したのかもしれない。また，黒テンの毛皮を薩接手に入れるためにヴォルガ河の源流へ
行ったのかもしれない。いずれにしても，どこかで兇たに違いない。なぜならスキーのことが群し
く書かれ，その内容が実際に見た者にしか覇らないと思われるからである。
　c）スキー板の型について
　スキー板が前も後も，そり上がったものは，ノルウエーのレーディ島で発見された岩石刻画（図
　　　　　　　　　〔4｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（i停
3参照）や，Le　Ski，P．23のスキー（写真）があり，現存している　。このオスロのホルメンコー
レンにあるスキー博物館の館長であるヤコブ・ボーゲは，そり上がったスキーについて，次のよう
に説明してくれた（筆者の1981年夏，1985年春の聞きとりによる）
　獲物に出合って，すばやく後方に退却しなければならないとき，後退しやすいように後方も，そ
り上げられている。また，前方のそり上がっている部分は，非常に折れやすく，もし訴れたときは，
ひっくり返して，後方を前にして滑れるように工夫されている。符猟のときの安全策である。
　d）手綱スキーについて
　アブ・ハミドが記述した後，ペルシャの歴史記述家猫schid　ed　Dlnは，モンゴルの5代皇帝フビ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くぷライ汗（1259年～1294年）の寓廷に仕え，スキーについて体験したことを1307年に報告している　。
彼はアブ・ハミドの見た手綱スキーとよく似たツァナと呼ばれるスキーのことを書いているe彼が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くば
先叢の記述を読んだことがあるのかどうか，わからないが，このスキーはキルギス族や，ツングー
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図3　Gutorm　Gjessing．「北のih々の絵」オスロ　1936，　P．236より1932年に1｛elglandのRedey島で発見された
　　岩石亥響1町
ス族が使っていると記述している。また，Raschid　ed　Dinがスキーを試みようとしたら，足が互い
に離れてバラバラになってしまった。それを見なければ入は信じないだろう。また，フビライ汗も
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
スキーに興味を抱き，スキーの専門知識を持っている人を使って，その奇鑛の技を披露させた　。
と書いている。
　アブ・ハミドの見た手綱スキーとは，少し型が違うが，、同じようなものが見つかっている（図4，
図5＞また，板の申央の穴に皮ひもを通し，足をしばる方法は，古代スキーの多くのものに見られ
る。
　e）杖について
　杖の最下部につけられた布球は，現在のスキー・ストックのリングと圃じ原理である。つまり布
球のない杖で，体重をかけ後方に突くと，やわらかい雪ならば，雪に突きさしてしまい，前に進む
ことができないのである。また羊毛を使うことは，水分を含みにくく，軽いので扱いやすい。
　まとめ．古代スキー史のところでは，アブ・ハミドの旅行記までに記述されたものをあげたが，
いずれも詳しく書かれたものはなかった。このことは，このアブ・ハミドの旅行記の記述は，非常
に貴重な資料であるといえる。また，スキーの長さ，輻，型，ビンディング（締具）の位置，締具
の種類と方法，スキー板の操作方法，ストック（杖）の型，材料，ストックの使い方など，非常に
詳しく記述されている。これは，見た者でないと知り得ない事柄であると筆者は考える。また，『 こ
の手綱スキーに似たスキーが，沼地から発見されたことなどを考え合わせると儒葱性の高い記述で，
筆者の知るかぎり最古のものであると考える。
107
アブ・ハミド旅行記による北ユーラシアのスキー
噛
髄　　　　・　●
　　　ら　　　　　＿　　　　　　　　一
一　　　　　　　　＿　　　一
Pt　　　　　　　　　　　　　　＿＿一
一～一～M
ー
　　～＿一　　　　　　　　　　　　～
一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
欄一晶一　　　　　　　　　幽噂
図4　FumesのGantdaeterにあるK61jemmoorで1918年に発見された手綱スキー
（Luather，　Finds　of　ski　1960年P．147より）
図5　手綱スキーを履いた狩猟者，wシア入爾家Aaatol｛Ossil）owitsch“」alterが1902年に白樺の皮に書いた絵
　　　（Luther，　Finds　of　ski　1960年P．46より〉
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言圭
（l！　ノルウェー狼od鰐島（図3＞，　Gutorm　Gjesslng「北の1玉ユ々の絵」オスロ1936年。北極ロシア0Ωegas湖Zaiavrougaなどの岩
　石亥類
（2）スエーデン，Angermannland・Hotingスキー。ソビエト・プスコフ（モスクワ北餌880キロ〉で発見されたスキー，など。
（3｝Erwin　Meh｝，　Karl　Meuil，　Serge　Lang，など
｛4）　Fricltjof　Nansen。pa　ski　over　Gr②niand　1890年f）．97Q　Serge　Lang・Le　skl　l967年P，14
（5）中野理著・スキーの黎明・1957年閣季祉，P．17～18
（6｝へmドトスの記事は，スキタイ商人，ギリシア商人からの伝聞にもとつくのと考えられている。その商人のルートは，毛皮
　街進といわれ，北道・南道ともにアルタイ地方に艦いていたと推測されている。シルクme・一ド事典（加藤・荊醐共編・英蓉霜
　房昭和50年）によるe
（7）中野理著・スキーの誕盈・1964年金剛鵡版P．19～20
｛8）釘欝之羅は，シベリヤのバイカル湖南部からアルタイ地方にあった驚をいう。
｛9）　レll1悶大衙科全こ鞍・体育，中燭大百科全船瀟版社轟｝撫982年ユ2月，　P．143
　　　　ぎ　　　　ずい
（10）　北魏から；籍（4世紀力・ら7世紀）に羅る歴史。
（ll＞　Erwin　Mehl，　GRUNI）RISS　DER　WELTGESCI｛ICHTE　DES　SCHIFAHRENS，　Karl　Hofmann祉撫版1964年Pユ3～2ユ
（IX　『キルギス人の排斥について3ベルリン・アカデミー1864年M6，1865年P．429～474。
　　　　　とつけつ
（鵬　廠代の突駈は，オビ月1の支流・イルチシ上流（アルタイ由脈）から発展した翻家（圃毘百科・巣典，平凡社ユ977，1巻P．264）
（14）　イスラム事典ABU　HAMID　P．122
｛15｝シベリアの狩猟縫礼　E．・ロット，フルク著田中克彦他訳，弘文賞1980年P，36～37
⑯　イブン・ファドラーンのヴォルガ・ブルガール旅行記，家島彦一訳，束外大A・A言語文化研究所1969，
｛10　1815年頃に使われていたもの，オスロ・スキー博物館展承中
（⑧　ARABER　VIKINGAR　VARINGA最，　Stig　Wikancler　1978，　P．98より引屠　（短oskva　1965，1，244－245）
（19）キルギス族は，13世総初めチンギス・ハーンに続服されるまでエニセイ川．記流・サヤン出脈（ソビエト・モンゴル〉痢部を
　中心に遊牧建活をしていた　〈濁民萄科事典，単凡社玉977，4巻P．291）
⑳　注11＞のP．64より引用
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